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落ち着いた学校生活の中で成長できた２学期
俳句に挑戦しました

節目を生かそう！！！
校長 山田武司

２学期終業式 校長講話より

早いもので、明日からは冬休みに入ります。９月１日の始業式はまだまだ暑く、真夏の感じがありま

したが、最近は冷え込みが冬を強く感じさせるもので、季節の移り変わりの早さを肌身で感じました。

さて、２学期の始業式では

皆さんは最も成長する年齢です。今頑張れば、体力、知力、豊かな心は､無限と言っていいほど成長
できます。ぜひ、目標をしっかりたて、目標に向かってこつこつと努力をして大きく成長して下さい。

と話をしました。 どうでしたか。

この２学期の皆さんを振り返ってみると
1年の校外学習。上野科学博物館などの都内めぐりました。上野公園ではデング熱の発生の放送も
流れ心配されました。入学して初めての集団行動は電車でのマナーもよく、また、それぞれが分
担した係を責任持ってやり遂げるなど、大変すばらしく、成功させることができました。

2年の職場体験。３年生の面接練習の中で「将来の夢」という質問に、「職場体験で、一生の仕事
にしても良いと思いました。」と話しています。２年生の皆さんも、お客と接したときの「あり
がとう」と言葉をかけてもらってうれしかったこと。働く意義や苦労、そして喜びを感じ取るこ
とができたと思います。
３年修学旅行。中学校時代の印象に残ったものとなりました。友達と宿舎で過ごしたこ

と。東大寺の大仏に圧倒され自然に手を合わせていたこと。京都奈良
の歴的な町並み。そして３日間集団行動が明保中としての自覚をも
ち立派にでき、大成功に終わりました。それぞれの胸に一生の思い
出がつくられたことと思います。

作品展。普段一生懸命取り組んで来たことが一つ一つの作品に表れ、明保中学校の
文化の水準の高さを物語っていました。校長先生も初めての石膏デッサンに
挑戦し絵の奥深さ、創る喜びを味わうことができました。一生の趣味として
絵を描くことも続けたいと思っています。

また、学校生活では、友達と協力し助け合う姿が至るところで見受けられ、ここにいる人全員が
安心して穏やかにそして、のびのびと生活でき自分を成長させた２学期でした。
この２学期も理数フロンティアの指定校研究発表会、言語能力向上推進拠点校の研究発表会など

で多数の来賓の方々が学校にお見えになり、皆さんの学校生活を見ていただきました。来校した皆
さんから「服装がきちんとしていますね」「よく挨拶をしてくれ、いつ来ても気持ちが良いです」「授
業に集中できていますね」「のびのびしていて明るいですね」とお褒めの言葉をいただきます。今
学期も明保中学校の皆さんの集団生活はたいへん立派にできました。皆さんの頑張りに拍手を贈り
ます。
個人的には、皆さんどうでしたか。４月の目標や２学期はじめの目標は達成できましたか。
新年を迎える間に、２学期の反省をするとともに、今年１年をじっくり振り返って、きたるべき

３学期と来年の決意をしっかり固めてほしい思います。
反省の第１は、言うまでもなく今日この後いただく通知票です。評価の 5/4/3/2/1 の数字に一喜一

憂するだけでなく、それぞれの観点にも目を向けて、何がよく、何が不十分だったかもしっかりみ
てほしいと思います。せっかく知識や理解力が優れているの、授業の集中力がなかったり、期日ま
で提出物を出さないでいたりしている人が多く見られます。
また、所見の欄は担任の先生が皆さん１人１人に心を込めてかかれたもので、 先生方が皆さん

の成長や幸せを願って書いてくれたものです。よく、その気持ちをくみ取り、先生方の願いを真っ
正面から受け止めて、次の成長に役立てて下さい。



第二の視点として、年度初め、また、２学期初めに決意したことが実行できたか、目標を見失わず
精一杯の努力を続けることができたかどうかということです。
誰もが初めには、新たな目標を立ててスタートを切ります。最初の頃は張り切っていますが、時

がたつにつれて志がだんだん弱くなり、目標を忘れがちになります。やがて惰性に流れてしまうと
いうことが、残念ながら現実ではないでしょうか。自分を向上させるために「努力のしすぎはない」
と言われます。若い皆さんは今、目標を達成するために、いくら時間をかけても、いくら努力して
も、しすぎということはないと思います。

校長先生も今年の目標を７つたてました。
１，２ヶ月に１枚油絵を描いて､職員室前に展示する
２，毎月俳句を投稿する。
３，中国語を聞き取れるようにする。
４，・・・・
を掲げました。油絵は始めたばかりで、２ヶ月で１枚は無理かとも思いましたが、皆さんに話し

たことを思い出し、毎週少しずつ描き、４月から２ヶ月に１度展示することができました。また、
俳句も毎月１０句作りその中から雑誌に投稿し２度佳作として雑誌に載ることができました。しか
し、中国語では、残念ながら中国映画を理解できるようにする。という目標は努力不足で実現でき
ませんでした。。

いよいよ冬休みです。冬休みは厳粛な気持ちで１年間を締めくくる年の瀬と晴れやかな気分で迎
える新年があり,１年間でもっとも重要な節目の時に当たります。この節目を十分生かして下さい。

・元旦はまさしく１年自分がどれだけ成長したかを確認し、新たな目標を立て次の１年
の成長を考えるときです。皆さんが、将来、自分の目標を実現したり、魅力ある大人
となり社会人として活躍するために、今はどんな努力をも惜しまないという新たな決
意をもって新年を迎えて下さい

とくに３年生の皆さん。それぞれの目標がきまり、あとは悔いのないように全力を尽くすのみで
す。つらい現実から顔をそむけたり、逃げたりしないで、真っ正面から立ち向かい進路を自分で切
り開いて欲しいと思います。結果はどうであれ、自分でやれるだけのことは全力でやった。「悔い
はない」といえるようにしてほしいと思います。

１．２年の皆さんも、明日から冬休み、とかく不規則になりがちですが、冬休みの心得をしっか
り守り、自らの反省を土台に新たな決意を持って新年を迎えられるように希望します。
また、冬休みの宿題として、冬の季語を使って俳句を作る。があります。冬の季語は、クリスマス、
正月、寒さ、雪、咳、マスク、こがらし、大晦日、元日、ネギなどたくさんあります。皆さんの感
性豊かなすばらしい作品を待ってます。なお、２学期作った俳句の優秀作品について学校だより裏
面に乗せてあります。
それでは、皆さんがよい年を迎えるように祈って終業式のお話を終わります。

保護者の皆様、また、地域の皆様、この一年間本校へのご理解とご協力頂きありがとうございま
した。どうぞ皆様、ご健康でよい年をお迎え下さい。

人権作文表彰 第６回中学生東京駅伝・西東京市代表
に明保中から６人の皆さんが選ばれました。

多摩東人権擁護委員会協議会長賞
2年Ａ組 尾崎陽奈 ２年Ａ組 宮崎誠也 ２年Ｂ組 坂口祥万

２年Ｃ組 岩田海人 ２年Ｃ組 山川瑞生
税の作文表彰 ２年Ａ組 西出圭吾 ２年Ｂ組 大林萌恵

２年Ｃ組 黒江いづみ
東京都納税貯蓄組合総連合連合会会長賞 17日に田無三中で西東京市の代表選手が集ま

３年Ｂ組 武石滉生 り結団式を行いました。西東京市の代表として
体調に注意して、全力を出し切って下さい。

１ 月 の 行 事 予 定

１月 ８日 （木）始業式 1 月 26日（月）都立推薦入試
10日 （土）授業参観 午前 1月 27日 （火）都立推薦入試
11日 （日）どんど焼き 校庭 2月２日 (月) 都立推薦発表
12日 （月）成人の日 2月３日 (火) 2年スキー教室
19日 （月）生徒会朝礼 2月６日 (金) 入学者説明会


